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地域づくり協議会だより 
 発行者：西成連区地域づくり協議会 令和 2年 2月１日 

 一宮市小赤見字郷浦５３(西成出張所内)  ☎28－9002 

 

★ “ザ・まつり in にしなり ”写真コンテスト審査★ 

 12 月 10 日(火)西成公民館において写真コンテスト応募作品の

審査が行われ、応募総数 51 作品の中から、大賞 1、準大賞 3、 

審査員特別賞 1、入選 6 の 11 作品が選出された。 

 大賞には、芝馬祭りで子供たちが芝馬を引き回す一生懸命な

姿を切り取った、加藤伸治さんの「みんなで力をあわせて」が

選ばれた。 

 令和 2年 1月 10 日(金)に西成公民館において表彰式が行われ

入賞者に賞状等が手渡された。 

 最後に、地域づくり協議会会長、部会長、入賞者の皆さんが

記念写真におさまり、喜びを分かち合いました。 

応募総数は前年度とほぼ同数と伸び悩んでおり、今後も写真 

コンテストを継続するにあたって「どうしたら応募点数、応募 

者数を増やせるか」を考えていく必要があると考えています。 

 

コンテスト入賞者一覧 （敬称略） 

大賞 加 藤 伸治 みんなで力を合わせて 

準大賞 足 立     裕 巫女の舞 

準大賞 岩 田     明 輪の中で 

準大賞 玉 腰    茂 臼台祭最高潮 

審査員特別賞 安 藤 雅彦 お田植神事 

 

 

入 賞 

中 川  和喜 お清め 

児 玉  義彦 お田植踊り 

可 児  吉之 民衆の祭り 

田 中  紀夫 碑の前で 

長谷川   聰 神社参拝巡行 

井 澤 義久 芝馬を引く 

また、「にしなりの今むかし」(西成・瀬部編)写真パネル展示を昨年 2 月の西成文化展を皮切

りに地域文化センター、連区内各小中学校で展示し令和 2年 1月～2 月の西成東小で終了。先生

方や地域の方々からも好評を頂いており、今後の継続も検討中です。 

輝け！ にしなり 

みんなで力をあわせて  

表彰式後の記念撮影 



★ 西成探検隊２０１９ ★ 浅野校区ウォーキング大会 

11 月 10 日（日）、素晴

らしい青空のもと、浅野

公園を出発地点に 5.8 キ

ロメートルのコースをウ

ォーキングしました。「歩

いて発見、西成の史跡と

穴場」をスローガンに、

約 240 名の地域参加者が

馬見塚遺跡、禅林寺等でそれぞれ説明を聞き、ゴールの浅野

公園を目指しました。「日頃なかなか話せない子とたくさん

話せて楽しい時間になった。」「久しぶりに長い距離を歩き、

気持ちのいい汗をかきました。」「たくさん歩いた後だから豚

汁がとてもおいしくておかわりしました。」など大好評でし

た。南部中学校からボランティアとして多くの生徒が参加

し、受付や豚汁つくり、配膳などの手伝いをしてくれまし

た。歩きながらゴミ拾いも実施し、「地域を知る、地域の人

を知る、地域の温かさを知る」絶好の機会になりました。          

浅野小学校長 伊藤 文代 

★ 健全育成標語 ★ 健全育成部会 

西成連区内各学校に依頼した標語作品の中から 10 点の優秀作品についてポスターを作成し、

各学校並びに各町内に配布して掲示をお願いした。併せてクリアファイル 3,500 部にも優秀作

品を印刷し、各学校に配布した。 

令和元年度 健全育成標語 各小中学校最優秀作 
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★ 交通安全教室 ★ 西成校区 

11 月 23 日(土)西成小学校屋内運動場で交通安全教室が実施さ

れ、360 名と多数の参加を頂きま

した。当日愛知県下では G20 サミ

ットが開催されており、一宮管内

の大多数の警察官が警備現場に召

集されて、警察官不在の開催とな

りました。それでも一宮警察署地

域交通安全活動推進委員の皆さん

の協力により、自転車での事故シュミレーション・DVD 放映・交

通安全のための講話等を実施することもでき無事終了。 

本当にありがとうございました。 

 

★一斉改選の民生児童委員（主任児童委員含む）決定 ★任期令和 4 年 11 月末迄 

12 月 9 日西成連区民生児童委員協議会の定例会が

開催され、三役として 会長 岸 利光 副会長 大塚 

彩恵子 会計 伊藤 則夫の新体制でスタート 

 新たな委員は 16 名、伊藤かをる（瀬部下市場（田

向）、瀬部上之郷），日高和美（瀬部四日市場），戸田

恵美子（時之島東島東・新田）、林昭代（時之島中二、

中三）、伊藤エツ子（時之島中一）、野田光男（丹羽東）、

丸井文子（若年南、北）、増田みどり（酉新田、張渕）、

吉田三千代（北小渕）、小林良一（南小渕）、二村ふさ

子（浅野野口）、岡庭郁子（浅野山王）、森澤恵子（浅

野大西）、谷川啓子（馬見塚南）、 

この他 継続委員 24 名  

主任児童委員：間瀬祐何里（瀬部・西成担当）・吉田明子（赤見・浅野担当）  

（）は担当地区 （敬称略） 

 

★ 「西成地域振興会」3 月末に解散 ★ 

昭和 31 年スタートの商店街振興のための組織が、時代の大きな流れでいろいろ変遷して、役員

等の努力により地域振興のため①クリーンアップ②夏祭り協賛③春、秋の社会見学会④西成おと

なの学校の開催、⑤広報紙の発行など地域の繋がりや活性化に貢献してきた「西成地域振興会」で

した。しかしながら、役員の高齢化などから後継者不足となり２年前からいろいろ存続の道を探る

も、やはり今後の「会運営」が困難となり，11 月の役員会で 3月末の解散を決定。 

 

 



★ 防災訓練 ★ 赤見校区 

11 月 16 日(土)好天の中、恒例の防災訓練が赤見小

学校屋内運動場にて行われました。参加予定 150 名の

ところ 161 名と多数の方々が参加され、熱気あふれる

会場となりました。 

今回は初め

て、日赤女性部

による毛布を

使った講習な

ども取り入れ

て皆、真剣な表情で訓練に取り組んでいました。 

最後には特製カレーを食べて無事に終了。 

関係役員の皆様に感謝申し上げます。 

★ 地域づくり協議会 総会 ★ 

 3 月 25 日(水) 19:00 より西成公民館において令和元年度の総会が行われます。 

総会では①令和元年度 事業報告及び収支決算報告と監査報告 

    ②令和 2 年度 事業計画案及び収支予算案 

などが、検討されます。 

そして 4月には町会長協議会等への地域づくり協議会の

説明会が開催されます。しかしながらその場で初めて地域

づくり協議会という言葉を耳にする方も多いのが現状で

す。西成連区をより良くしていくためにも、町会長協議会

及び関連組織と地域づくり協議会の更なる連携の必要性を

痛感しています。各町内会の役員あるいは地域づくりに興

味をお持ちの方であれば、どなたでも参加出来ます。是非

とも一緒に活動してみませんか。連絡先 西成出張所 28-9002 地域づくり協議会事務局まで 

★ 敬老会反省会 ★ 

11 月 8 日に行われた地域福祉部会において、昨年 9 月 16 日

に西成連区内 4 校区にて開催された敬老会の反省会が行われ

様々な意見が出された。各校区とも様々なイベントを企画され、

各会場は大いに盛り上がりました。特に赤見校区ではより多く

の方に参加してもらう

ことを目的に「イラス

ト入りの」手紙を町内配布した。また、浅野校区では今回

初めて中学生のボランティアをお願いした。今後、急速に

進む高齢化にともない、敬老会対象者がさらに増加するこ

とが予想されるので、敬老会にかかる予算及び人手、式典

及びアトラクション等の在り方も含めて検討する時期が来ていると思われる。 

平成 30 年度 総会 


